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カルスト森林組合 

カルスト森林組合 

「カルスト森林組合」シンボルマーク 

　3つの三角形の連なりは、山地、森林、樹木を表し、中央の7つの

白い三角形がカルスト地形をイメージさせると共に宇部市、小野田市、

美祢市、楠町、山陽町、美東町、秋芳町の7つのエリアにまたがる

共同体であることを表現しています。 

　三角形の伸びゆくベクトルに自然環境と林業、そして私たちの生

活文化と相互の成長と発展という願いが込められています。 

　図案は（有）東建設計代表取締役で、カルスト森林組合理事の

兼重正司さんにお願いしました。これからもカルスト森林組合のシ

ンボルマークとして使用することになりますので、組合員の皆様に

末永くご愛顧いただくよう切にお願いします。 

本所事務所基本計画策定 

３市４町へ建設費助成のお願い 

実施設計完成 

工事現説 

美祢市へ市有地借受申込み 

工事入札 

美祢市と土地使用貸借契約 

（株）大和建設と工事請負契約 

起工 

上棟 

竣工 

平成 9年 7月31日 

平成 9年11月20日 

平成10年 1月10日 

平成10年 1月12日 

平成10年 2月 2日 

平成10年 2月 4日 

平成10年 2月 7日 

平成10年 2月13日 

平成10年 3月 2日 

平成10年 4月23日 

平成10年 8月10日 

事業経過 

カルスト森林組合本所事務所新築工事 

山口県美祢市大嶺町東分418番１ 

木造平屋建　瓦葺 

木材使用量　77.89� 

　　　　　　内訳　地松 29.24�、地檜 21.63� 

　　　　　　　　　地杉 23.78�、カバ桜他 3.24� 

269.12� 

276.12� 

6,090万円 

（有）東建設計　山口市大字大内御堀1322番地の15 

（株）大和建設　美祢市大嶺町東分1348番地の４ 

名 称  

場 所  

構 造  

 

 

 

床 面 積  

建築面積 

総事業費 

設計監理 

施 工  

工事内容 

本 所 事 務 所 の ご 紹 介  

　３市４町の森林組合が平成10年２月２日に合併、カルスト森林組合の
名称で発足し、すでに１年半たち、やっと創刊号の発行にこぎつけました。
今後とも分かりやすく、役に立つ広報誌を目標に努力しますので、皆
様のご指導、ご協力をお願いします。 

〒759-2212　山口県美祢市大嶺町東分418番１ 

TEL0837-52-3332　FAX0837-52-2587

　県内３大林業圏

の一つである美秋

林業のシンボルとして、

かつ産地化をめざす

「美秋材」を広くアピー

ルするため建設されたのが、

表紙写真として掲載したカルス

ト森林組合の本所事務所です。 

　国道316号線のすぐそばのため、建築時から通

行人の強い関心を呼び、訪れる人も少なくありません。

赤瓦や白壁の和風木造づくりは、広域合併組合の「美

秋材」産地化促進の意気込みを示すとともに、周囲

の環境に溶け込める日本建築のモデル・ケースとし

ての目的も兼ね併せております。近くにお越しのさ

いは気軽にお立ち寄り下さい。事務所内部の見学

も出来ます。 

カルスト森林組合 

編集後記  
1999.vol.1（年2回発行） 
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も り 
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カルスト森林組合の概要 

創
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森
林
の
た
よ
り 

も 

り 

カ
ル
ス
ト
森
林
組
合 

代
表
理
事
組
合
長
　
伯
野
眞
知
人 

 　
カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
広
報
誌
創
刊
に
あ
た
り
、

ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
10
年
２
月
２
日
発
足
し
た
「
カ
ル
ス
ト

森
林
組
合
」
は
、「
山
口
県
森
林
組
合
広
域
合

併
基
本
構
想
」
に
基
づ
く
、県
下
２
番
目
の
広

域
合
併
組
合
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
、森
林
・
林
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
農
山

村
の
過
疎
化
、林
業
従
事
者
の
減
少
高
齢
化
、

木
材
価
格
の
長
期
低
迷
等
、一
段
と
厳
し
さ
を

増
す
中
、森
林
組
合
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、地
域
林
業
の
中

核
的
担
い
手
と
し
て
、以
前
に
も
増
し
て
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、美
祢
農
林
事
務
所
管
内

の
７
森
林
組
合
が
合
併
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
所
は
美
祢
市
に
置
き
、か
ね
て
懸
案
で
あ

り
ま
し
た
事
務
所
の
建
物
は
、こ
れ
か
ら
来
る

国
産
材
時
代
の
実
現
に
む
け
て
川
上
川
下
の

林
業
、木
材
産
業
が
一
体
と
な
っ
た
多
様
な
事

業
展
開
を
図
る
拠
点
と
し
て
建
設
し
ま
し
た
。 

　
本
所
事
務
所
は
ぜ
ひ
木
造
と
い
う
こ
と
で
、

地
元
の
良
質
柱
材
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
、檜

５
寸
角
無
節
柱
材
と
、こ
の
背
板
を
腰
板
に
使

っ
た
上
品
な
建
物
と
な
り
、８
月
に
竣
工
式
を

終
え
て
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
新
組
合
の
経
営
基
本
方
針
と
し
て
、今
ま
で

造
林
事
業
に
偏
重
し
て
い
た
も
の
を
、こ
れ
か

ら
来
る
国
産
材
時
代
に
対
処
す
る
林
産
流
通

事
業
に
ま
で
拡
大
し
、合
併
目
的
と
し
て
「
森

林
総
合
産
業
」
を
目
指
し
た
事
業
展
開
を
図
っ

て
行
き
ま
す
。 

　
組
合
は
組
合
員
の
経
済
的
、社
会
的
な
地

位
向
上
、な
ら
び
に
国
土
保
全
、水
資
源
の
涵

養
等
多
角
的
機
能
が
有
効
に
発
揮
さ
れ
る
健

全
な
森
林
の
維
持
、造
成
を
図
る
こ
と
が
組
合

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
前
途
は
多
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、地
域
林
業

の
振
興
・
活
性
化
と
組
合
発
展
の
た
め
、こ
こ
に

決
意
を
新
た
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

行
き
ま
す
の
で
、尚
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

山
口
県
森
林
組
合
連
合
会 

　
　
　
代
表
理
事
会
長
　
河
村
建
夫 

 　
こ
の
度
、カ
ル
ス
ト
森
林
組
合
が
広
報
誌
「
森

林
の
た
よ
り
」
を
創
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
に
、心

か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
広
報
活
動
の
充
実
強
化
は
組
合
と
組
合
員

の
一
体
化
を
進
め
、組
合
事
業
活
動
の
充
実
・
活

性
化
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、真
に

意
を
得
た
企
画
で
あ
り
、ご
同
慶
に
堪
え
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す
。 

　
ご
承
知
の
と
お
り
、森
林
・
林
業
を
取
り
ま

く
諸
情
勢
は
、労
働
力
の
減
少
・
高
齢
化
や
木

材
価
格
の
極
度
な
低
迷
等
か
つ
て
な
い
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、森
林
の
有
す
る
環
境
保
全
、水
資
源
の

か
ん
養
等
の
公
益
的
機
能
に
対
す
る
期
待
は

ま
す
ま
す
高
ま
り
、森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
一
層
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、緑
の
源
泉
で
あ

る
多
様
な
森
林
の
整
備
や
、林
業
の
活
性
化
を

促
進
す
る
こ
と
が
、森
林
組
合
に
と
っ
て
先
決

の
課
題
で
あ
り
、流
域
を
単
位
と
す
る
地
域
林

業
の
中
核
的
担
い
手
と
し
て
の
森
林
組
合
の
役

割
は
、ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
機
に
当
た
り
、昨
年
二
月
二
日
、三
市
四

町
の
森
林
組
合
が
合
併
を
決
意
さ
れ
、『
カ
ル

ス
ト
森
林
組
合
』
と
し
て
新
組
合
を
設
立
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
対
し
、深
く
敬
意
を
表
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
合
併
を
契
機
に
、協
同
組
合
と
し
て
の

初
心
を
忘
れ
ず
、組
合
員
の
皆
様
と
の
連
携
を

強
化
さ
れ
、目
標
と
さ
れ
た「
森
林
総
合
産
業
」

と
し
て
の
事
業
活
動
を
確
立
さ
れ
、名
実
と
も

に
地
域
林
業
振
興
の
核
と
し
て
の
役
割
を
果

た
さ
れ
ま
す
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
広
報
誌
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
林
業
技

術
や
現
地
情
報
等
、身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
ふ
れ
、

全
て
の
組
合
員
に
愛
読
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
終
わ
り
に
、貴
組
合
が
近
代
的
な
森
林
組

合
と
し
て
ご
発
展
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、組
合

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

創
刊
に
贈
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 
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平成10年２月２日 

本組合の地域は、北部山地に端を発する厚東川と厚狭川に沿って広がる宇部、

小野田、美祢の３市と楠、山陽、美東、秋芳の４町からなり、県の基本構想にも

とづいて発足した県内で２番目の広域合併組合である。 

県下有数の工業、人口集積地域の南部と「美秋材」で知られる林業地域の

北部に分かれているが、地域内の民有林面積は55,126ha、人工林面積は

21,418ha、蓄積は593万�と比較的森林の豊かな地域である。 

7,999名 

200名 

１億5,483万円 

理事20名　監事３名　職員24名 

７支所 

合併年月日 

管 内 要 略 

 

 

 

 

 

組 合 員 数 

総 代 数 

出資金総額 

執 行 体 制 

支 所 

美東町 

美祢市 

楠町 

山陽町 

宇部市 

小野田市 

秋吉台 

秋芳洞 

美祢I.C

中

国

自

動

車

道

 

美祢西I.C

山

陽

新

幹

線

 

厚

東

川 

厚

狭

川

 

小

野

湖

 

秋芳町 

秋芳支所 
〒754-0601 美祢郡秋芳町大字嘉万4620番地の１ 
TEL0837-64-0202　FAX0837-64-0202

楠支所 
〒757-0292 厚狭郡楠町大字船木179番地の４（役場内） 
TEL0836-67-2823　FAX0836-67-2293

宇部支所 
〒755-8601 宇部市常盤町１丁目７番１号（市役所内） 
TEL0836-31-4111　FAX0836-35-8301

小野田支所 
〒756-8601 小野田市日の出１丁目１番１号（市役所内） 
TEL0836-83-2780　FAX0836-84-6937

カルスト森林組合本所 
美祢支所 
〒759-2212 美祢市大嶺町東分418番１ 
TEL0837-52-3332　FAX0837-52-2587

山陽支所 
〒757-8634 厚狭郡山陽町大字鴨庄94番地（役場内） 
TEL0836-72-0865　FAX0836-72-0865

美東支所 
〒754-0211 美祢郡美東町大字大田5463番地の6 
TEL08396-2-0044　FAX08396-2-2235
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森林のたより 
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写真で見る 
組合の歩み 

 カルスト森林組合発足式 

平成９年度第１回理事会 

本所事務所起工式 

本所事務所上棟式 

美祢市婦人会本所事務所見学 

第１回（平成９年度）通常総代会 

本所事務所竣工式 

組合看板除幕式 

錦川森林組合役員来訪 

作業班員労働安全研修会 

　　　　　〃 

北海道南宗谷地区森林組合 

合併協議会委員来訪 

鹿児島県財部町林研会員来訪 

　　　　　〃 

水土保全事業クレーン付トラック導入 

　　　〃　　　グラップルソー導入 

　　　〃　　　ミニ・フォーク導入 

東京都森連常務理事来訪 
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10. 2. 2 

10. 2.13 

10. 3. 2 

10. 4.23 

10. 7.17 

10. 7.24 

10. 8.10 

〃

10. 9. 7 

10.10.12 

〃

10.11. 4 

 

10.12. 9 

 

11. 3.25

〃 

〃 

11. 3.29 
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役 員  
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理　事 

佐 々 木 勘 治 
（美祢市） 

代表理事常務 

谷 村 清 重 
（秋芳町） 

代表理事組合長 

伯 野 眞 知 人 
（美祢市） 

理　事 

増 冨 中 庸 
（山陽町） 

理　事 

吉 冨 明 光 
（山陽町） 

理　事 

竹 山 伊 三 雄 
（小野田市） 

理　事 

吉 冨 　 久 
（美東町） 

理　事 

川 島 晴 彦 
（秋芳町） 

理　事 

西 岡 賀 弘 
（美祢市） 

理　事 

小 林 利 明 
（宇部市） 

理　事 

岡 崎 和 夫 
（美祢市） 

理　事 

秋 山 早 苗 
（秋芳町） 

理　事 

小 川 孝 生 
（秋芳町） 

理　事 

山 本 　 明 
（宇部市） 

理　事 

木 原 要 治 
（美東町） 

理　事 

香 川 融 志 
（美祢市） 

理　事 

山 本 宗 十 
（楠町） 

理　事 

兼 重 正 司 
（美東町） 

監　事 

伊 藤 豊 作 
（山陽町） 

監　事 

伊 賀 淳 一 
（美祢市） 

代表監事 

田 中 二 郎 
（美東町） 

理　事 

田 邊 厚 實 
（楠町） 

理　事 

岩 本 三 芳 
（美東町） 

森林のたより 

6

森林のたより 

7

平成10年8月1日就任 

宇部支所長 

（兼）神塚茂義 

小野田支所長 

（兼）沓野継治 

美祢支所長 

（兼）沓野継治 

楠支所長 

（兼）神塚茂義─黒瀬房代 

山陽支所長 

神塚茂義 

庶務企画係長 

上利靖男─上田千鶴 

経理係長 

林　孝子─倉本美代子 

業務係長 

桑原清子 

代表理事常務 

 
谷村清重 

代表理事組合長 

伯野眞知人 

総務課長 

神池光博 

事業課長 

高須修三 

森林育成係長 

沓野継治─藤岡周志 
　　　　　山中貴洋 
　　　　　村上幸子 

森林整備係長 

竹田匡克─黒瀬房代　伊勢野幸男 
　　　　　末岡英典　岸田一史 
　　　　　山本信行　伊藤照雄 
　　　　　梶原武史 
 

美東支所長 

倉増澄子─佐藤よしえ 

秋芳支所長 

杉山康彦─飯田和美 

監事会 

理事会 

水土保全森林緊急間伐実施事業とは？ 

●申し込み・お問い合せ先・・・

事業課森林整備係　

竹田、黒瀬まで● 

事業期間 

対象林齢 

対象地域 

間伐面積 

標準単価 

補 助 率 

平成10年～14年（５ヶ年） 

すぎ・ひのき16年～35年生 

宇部、美祢、楠、美東、秋芳 

300ha（予定） 

１ha当り　165,000円 

66％～90％（県費嵩上げ含む） 

間伐していない山 間伐していない山 間伐作業中 間伐した山 間伐作業中 間伐した山 

お知らせ 

対

象

地
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　この事業は国費補助によるもので、間伐と林業機械導入の2つの事業があり、当
組合は、本年３月にクレーン付トラック、グラップルソー、ミニ・フォークの機械を導入した。
現在これらの機械は、間伐作業路開設、間伐材運搬等で活躍している。 

平成11年6月1日現在 
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カルスト森林組合 

カルスト森林組合 

「カルスト森林組合」シンボルマーク 

　3つの三角形の連なりは、山地、森林、樹木を表し、中央の7つの

白い三角形がカルスト地形をイメージさせると共に宇部市、小野田市、

美祢市、楠町、山陽町、美東町、秋芳町の7つのエリアにまたがる

共同体であることを表現しています。 

　三角形の伸びゆくベクトルに自然環境と林業、そして私たちの生

活文化と相互の成長と発展という願いが込められています。 

　図案は（有）東建設計代表取締役で、カルスト森林組合理事の

兼重正司さんにお願いしました。これからもカルスト森林組合のシ

ンボルマークとして使用することになりますので、組合員の皆様に

末永くご愛顧いただくよう切にお願いします。 

本所事務所基本計画策定 

３市４町へ建設費助成のお願い 

実施設計完成 

工事現説 

美祢市へ市有地借受申込み 

工事入札 

美祢市と土地使用貸借契約 

（株）大和建設と工事請負契約 

起工 

上棟 

竣工 

平成 9年 7月31日 

平成 9年11月20日 

平成10年 1月10日 

平成10年 1月12日 

平成10年 2月 2日 

平成10年 2月 4日 

平成10年 2月 7日 

平成10年 2月13日 

平成10年 3月 2日 

平成10年 4月23日 

平成10年 8月10日 

事業経過 

カルスト森林組合本所事務所新築工事 

山口県美祢市大嶺町東分418番１ 

木造平屋建　瓦葺 

木材使用量　77.89� 

　　　　　　内訳　地松 29.24�、地檜 21.63� 

　　　　　　　　　地杉 23.78�、カバ桜他 3.24� 

269.12� 

276.12� 

6,090万円 

（有）東建設計　山口市大字大内御堀1322番地の15 

（株）大和建設　美祢市大嶺町東分1348番地の４ 

名 称  

場 所  

構 造  

 

 

 

床 面 積  

建築面積 

総事業費 

設計監理 

施 工  

工事内容 

本 所 事 務 所 の ご 紹 介  

　３市４町の森林組合が平成10年２月２日に合併、カルスト森林組合の
名称で発足し、すでに１年半たち、やっと創刊号の発行にこぎつけました。
今後とも分かりやすく、役に立つ広報誌を目標に努力しますので、皆
様のご指導、ご協力をお願いします。 

〒759-2212　山口県美祢市大嶺町東分418番１ 

TEL0837-52-3332　FAX0837-52-2587

　県内３大林業圏

の一つである美秋

林業のシンボルとして、

かつ産地化をめざす

「美秋材」を広くアピー

ルするため建設されたのが、

表紙写真として掲載したカルス

ト森林組合の本所事務所です。 

　国道316号線のすぐそばのため、建築時から通

行人の強い関心を呼び、訪れる人も少なくありません。

赤瓦や白壁の和風木造づくりは、広域合併組合の「美

秋材」産地化促進の意気込みを示すとともに、周囲

の環境に溶け込める日本建築のモデル・ケースとし

ての目的も兼ね併せております。近くにお越しのさ

いは気軽にお立ち寄り下さい。事務所内部の見学

も出来ます。 

カルスト森林組合 

編集後記  
1999.vol.1（年2回発行） 

1999
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創刊号 創刊号 

本誌は再生紙を使用しています。 


